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研究の方向抗菌薬耐性菌の拡大を背景に、世界各国でファージを用い
た個別治療が行われ、その治療効果が認識されつつある。患者由来菌
に対して最適なファージを選定・投与するこの「個別ファージ療法」
は、オーダーメイド型の感染症治療であり、既に多数の治療成功例が
報告されている。一方、標準化を重視する「ファージ創薬」も活発化
しており、複数の製剤が臨床試験段階に進んでいる。本講演では、両
者のストラテジーを概説し、私たちが国内で進めている個別ファージ
療法の取り組みと、展開しつつある創薬研究の方向性を紹介する。

https://forms.gle/gs2kDZcpoz5RHqtL7
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